
は
じ
め
に

　

臼
杵
市
に
伝
わ
る
典
籍
に
つ
い
て
は
、
何
年
か
前
に
稿
者
も
委
員
と
し
て
か
か
わ
る
形

で
組
織
さ
れ
た
藩
政
史
料
調
査
委
員
会
に
よ
り
、
か
つ
て
の
藩
主
家
た
る
稲
葉
家
の
資
料

を
中
心
に
、
書
誌
情
報
を
付
し
た
目
録
が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
『
臼
杵
藩
政
史
料
調
査
事

業
報
告
書
』
臼
杵
市
教
育
委
員
会
、
平
成
二
十
八
年
）
。
と
こ
ろ
が
、
当
該
事
業
が
「
藩

政
史
料
調
査
」
と
い
う
括
り
を
設
け
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
加
え
、
文
化
庁
か
ら
の

補
助
を
受
け
て
期
限
を
限
ら
れ
て
の
調
査
で
あ
っ
た
た
め
、
臼
杵
市
の
保
管
に
帰
し
て
い

た
資
料
群
の
う
ち
、
「
藩
政
」
と
直
接
に
関
与
し
な
い
と
ひ
と
ま
ず
判
断
さ
れ
た
も
の

は
、
上
記
報
告
書
か
ら
は
除
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
報
告
す
る
加
島
家
資
料
も
そ
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
藩
政
史
料
調
査
の
一
環
と
し
て
行
っ
た
典
籍
部
門
の
調
査
で
は
、
そ
の
大

半
を
占
め
る
稲
葉
家
の
旧
蔵
書
が
調
査
の
中
心
と
な
っ
た
。
そ
こ
で
調
査
対
象
と
さ
れ
た

稲
葉
家
旧
蔵
書
と
は
、
か
つ
て
財
団
法
人
臼
杵
図
書
館
（
現
在
の
臼
杵
市
立
図
書
館
の
前

身
）
に
稲
葉
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
そ
の
後
も
数
次
に
わ
た
る
寄
贈
を
う
け
て
現
在
に
至
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
図
書
館
に
お
け
る
長
年
の
保
存
期
間
を
経
る
な
か
で
、
稲
葉
家
以
外

の
諸
家
か
ら
も
図
書
館
へ
典
籍
等
の
寄
贈
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
部
分
的
に
せ
よ
伝

来
の
混
乱
が
生
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
前

記
報
告
書
の
解
題
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
た
び
、
藩
政

史
料
調
査
の
一
環
と
し
て
実
施
し
た
典
籍
調
査
の
延
長
で
、
報
告
書
か
ら
漏
れ
た
資
料
群

の
体
系
的
把
握
の
た
め
の
調
査
に
取
り
か
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
ま
ず
問
題
と
な
っ
た

の
も
や
は
り
こ
の
混
乱
で
あ
る
。

　

稲
葉
家
資
料
の
場
合
と
重
複
に
は
な
る
が
改
め
て
確
認
し
て
お
く
と
、
ま
ず
、
混
乱
要

因
の
第
一
に
は
、
加
島
家
資
料
と
し
て
現
在
一
括
に
さ
れ
て
い
る
も
の
が
、
実
は
安
定
的

に
一
括
で
保
管
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
か
つ
て
図
書
館
へ
の
寄

臼
杵
市
加
島
家
資
料
の
概
要
と
そ
の
認
定
を
め
ぐ
る
問
題

―
臼
杵
市
加
島
家
資
料
目
録
の
編
纂
に
よ
せ
て

鈴
木　
　

元

贈
と
い
う
形
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
一
定
の
期
間
、
図
書
館
の
書
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
際

に
は
、
基
本
的
に
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
資
料
は
一
ま
と
ま
り
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
、
大
分
県
史
の
編
纂
の
際
に
、
伝
来
ご
と
の
括
り
か
ら
外
さ

れ
稲
葉
家
資
料
等
と
と
も
に
、
内
容
の
上
か
ら
分
類
し
直
さ
れ
た
資
料
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
因
み
に
『
大
分
県
史
』
の
刊
行
は
、
昭
和
五
十
六
年
か
ら
平
成
三
年
に
か
け
て
で

あ
る
。
今
回
作
成
の
目
録
（
こ
れ
を
「
新
目
録
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
）
に
お
い
て
、

「
ラ
ベ
ル
」
と
表
示
し
た
の
は
県
史
編
纂
の
際
に
付
さ
れ
た
青
色
の
枠
線
の
ラ
ベ
ル
に
記

載
さ
れ
た
分
類
番
号
で
あ
り
、
ラ
ベ
ル
の
貼
付
さ
れ
た
資
料
は
一
度
は
伝
来
ご
と
の
括
り

か
ら
外
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　

県
史
編
纂
に
あ
た
り
、
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
て
い
た
各
種
資
料
や
コ
ピ
ー
に
よ
り
収
集

し
た
資
料
は
、
上
記
の
ご
と
く
内
容
分
類
を
さ
れ
た
上
で
伝
来
と
は
別
に
整
理
し
直
さ

れ
、
配
架
上
の
便
宜
に
利
す
る
よ
う
整
理
番
号
が
付
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
に
、
県

史
用
史
料
の
目
録
も
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
も
史
料
名
称
と
青
ラ
ベ
ル
の
整

理
番
号
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
何
家
の
史
料
で
あ
る
か
の
伝
来
情
報
は
記
載
さ
れ
て

い
な
い
。
お
そ
ら
く
、
県
史
編
纂
に
あ
た
っ
た
当
時
の
担
当
者
の
う
ち
で
は
、
個
々
の
史

料
の
伝
来
に
つ
い
て
自
明
で
あ
り
、
い
つ
で
も
元
に
戻
し
う
る
と
の
自
信
が
あ
っ
た
た
め

の
処
置
か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
県
史
編
纂
の
た
め
ラ
ベ
ル
に
よ
り
新
た
な
分
類
の
為
さ
れ
た
史
資
料
（
特

に
文
書
類
）
は
、
県
史
の
編
纂
終
了
後
の
あ
る
時
点
で
そ
の
分
類
を
解
か
れ
元
に
戻
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
後
の
保
管
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
は
っ
き
り
し
な

い
点
が
多
い
。
特
に
他
の
資
料
と
紛
れ
や
す
い
文
書
類
に
つ
い
て
は
、
あ
る
時
期
に
ボ
ー

ル
紙
の
表
紙
を
付
け
た
封
筒
に
入
れ
て
の
整
理
が
試
み
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

上
記
の
藩
政
史
料
調
査
が
開
始
さ
れ
た
時
に
は
こ
の
よ
う
な
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
た
も

の
も
多
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
ボ
ー
ル
紙
表
紙
付
き
封
筒
に
よ
る
整
理
は
、
結

局
貫
徹
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
未
整
理
の
文
書
を
多
く
残
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
体
系

的
調
査
が
開
始
さ
れ
る
ま
で
の
長
い
期
間
の
間
に
、
閲
覧
そ
の
他
の
目
的
か
ら
封
筒
か
ら

出
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
ま
た
整
理
を
始
め
た
当
初
の
意

図
と
は
関
係
な
く
、
無
秩
序
に
文
書
が
封
筒
に
投
入
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
藩
政
史
料
調
査
に
着
手
し
た
時
点
で
は
一
つ
の
封
筒
に
大
量
に
文
書
が
詰
め
込
ま
れ

て
い
た
り
、
む
き
出
し
の
ま
ま
で
保
管
さ
れ
て
い
た
文
書
も
あ
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た

と
い
う
（
以
上
、
文
化
財
課
担
当
者
の
談
に
よ
る
）
。
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こ
の
よ
う
な
混
乱
を
正
す
に
あ
た
り
重
要
と
な
る
の
が
、
寄
贈
者
か
ら
図
書
館
が
受
け

入
れ
た
時
の
寄
贈
書
目
録
で
あ
る
。
加
島
家
資
料
に
関
し
て
、
現
在
、
確
認
で
き
て
い
る

寄
贈
書
目
録
は
昭
和
三
十
七
年
の
も
の
と
、
昭
和
四
十
五
年
の
も
の
と
二
つ
あ
る
の
だ

が
、
こ
の
二
種
の
目
録
に
つ
い
て
ふ
れ
る
前
に
、
今
回
の
調
査
の
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い

る
仮
目
録
に
つ
い
て
ま
ず
は
述
べ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
仮
目
録
は
、
複
数

次
に
わ
た
り
加
島
家
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
資
料
群
を
一
括
の
も
の
と
し
て
保
管
す
る
た
め

に
、
図
書
館
に
お
い
て
あ
る
時
期
に
作
成
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
「
加
島
英
国
資

料
目
録
綴
／
加
島
修
氏
寄
贈
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
仮
目
録
は
、
表
紙
一
枚
と
臼
杵
市
所
用

の
Ｂ
４
横
の
罫
線
紙
二
十
三
枚
か
ら
成
り
、
「
易
学
」
以
下
一
定
の
分
類
の
も
と
に
資
料

群
を
把
握
し
よ
う
と
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
目
録
の
作
成
者
は
不
明
で
あ
り
、

作
成
の
時
期
も
厳
密
に
は
わ
か
ら
な
い
（
な
お
後
述
）
。
そ
れ
以
外
に
も
、
以
下
に
述
べ

る
よ
う
に
幾
つ
か
疑
問
な
点
を
有
す
る
も
の
の
、
「
目
録
綴
」
作
成
当
時
の
図
書
館
に
お

い
て
、
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
資
料
と
認
知
さ
れ
て
い
た
資
料
群
を
網
羅
し
た
と
考
え
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
目
録
綴
」
（
以
下
、
こ
れ
を
「
旧
目
録
」
と
称
す
る
）
を
基
礎
に

お
い
て
加
島
家
資
料
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

受
け
入
れ
目
録

　

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
旧
目
録
と
は
別
に
、
加
島
家
か
ら
図
書
館
に
資
料
の
寄
贈
が
な

さ
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
目
録
が
二
種
伝
存
し
て
い
る
。
加
島
家
か
ら
寄
贈

さ
れ
た
資
料
の
認
定
に
は
、
最
も
信
頼
の
お
け
る
一
次
資
料
と
し
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
こ
の
二
種
の
目
録
の
内
容
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
て
お
く
。

　

「
加
島
修
氏
寄
贈
図
書
一
覧
表
（
昭
和
三
七
、
一
〇
、
四
）
」
と
題
さ
れ
た
目
録
に

は
、
書
名
と
冊
数
の
欄
を
設
け
、
以
下
の
よ
う
に
資
料
に
つ
い
て
縦
書
き
で
記
載
さ
れ
て

い
る
。
一
部
、
誤
記
と
認
め
ら
れ
る
箇
所
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
私
の
判
断
に
よ
り
改
め
た

と
こ
ろ
も
あ
る
。
頭
の
算
用
数
字
は
私
に
付
し
た
通
し
番
号
で
あ
る
。
記
載
の
書
名
各
々

に
つ
い
て
、
参
考
の
た
め
冊
数
表
示
の
後
ろ
に
旧
目
録
と
の
対
応
関
係
を
示
し
て
お
い

た
。
識
別
の
番
号
は
、
後
掲
の
旧
目
録
を
参
照
さ
れ
た
い
。
概
ね
対
応
関
係
を
認
め
う
る

と
判
断
し
た
も
の
は
○ 

、
若
干
の
疑
問
を
残
す
も
の
に
は
△
と
表
示
し
た
。

　
　

1　

三
元
図
解 

四　

（
○ 1-13

）

　
　

2　

[

再
刻
／
頭
書]

易
経
集
註 

一
二
（
○ 1-10

）

　
　

3　

卜
筮
経
験 

六　

（
○ 1-14

）

　
　

4　

方
鑒
類
要 

六　

（
○ 1-1

）

　
　

5　

周
易
正
文 

二　

（
○ 1-11

）

　
　

6　

易
学
発
蒙 

四　

（
○ 1-3

）

　
　

7　

周
易
集
註
鈔 

四　

（
○ 1-2

）

　
　

8　

周
易
程
子
傳
序 

一　

（
○ 1-4

）

　
　

9　

周
易 

二　

（
○ 1-9

）

　
　

10　

周
易
本
義 

二　

（
○ 1-8

）

　
　

11　

易
学
諺
解 

二　

（
○ 2-5, 2-6

）

　
　

12　

易
経 

二　

（
○ 2-12

）

　
　

13　

易
学
啓
蒙 

二　

（
○ 1-5

）

　
　

14　

易
学
啓
蒙
図
解　

完 

一

　
　

15　

易
原
序 

一　

（
○ 1-15

）

　
　

16　

眞
入
遺
法
手
相
明
鑑 

一　

（
○ 3-7

）

　
　

17　

占
病
範
序 

一　

（
△2-16

）

　
　

18　

天
経
或
問
註
解
序
巻 

二　

（
○ 1-7

）

　
　

19　

[

養
和
文
庫
／
占
卜
事
傳]

諸
傳
秘
錄
諸
先
生
傳 

一　

（
○ 2-19

）

　
　

20　

[

養
和
文
庫
／
占
卜
事
傳]

解
辭
論
及
附
錄 

一　

（
○ 2-20

）

　
　

21　
[

養
和
文
庫
／
占
卜
事
傳]

解
辭
論
附
言 

一　

（
○ 3-1

）

　
　

22　

家
相
傳 

二　

（
○ 2-1

）

　
　

23　

家
相
一
覧 

一　

（
○ 1-18

）

　
　

24　

簠
簋 

二　

（
○ 1-16

）
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25　

古
易
精
義
大
成 

一　

（
○ 2-9

）

　
　

26　

大
上
感
應
編
■
霊
験 

一　

（
○ 3-6

）

　
　

27　

[
養
和
文
庫
／
占
卜
事
傳]

掌
中
秘
鑑 

二　

（
○ 2-18

）

　
　

28　

掌
中
秘
鑑 

二　

（
○ 2-14

）

　
　

29　

相
法
諺
解 

一　

（
○ 2-3

）

　
　

30　

周
易
神
秘
傳 

二　

（
○ 2-7

）

　
　

31　

周
易
秘
傳
書 

一　

（
○ 2-10

）

　
　

32　

方
監
明
鏡 

一　

（
○ 2-13

）

　
　

33　

北
斗
北
辰
七
星
経 

一　

（
○ 3-4

）

　
　

34　

周
易
卜
料
定 

一　

（
○ 3-8

）

　
　

35　

相
学
口
訣 

一　

（
○ 2-2

）

　
　

36　

月
割
判
断
記 
一　

（
○ 3-9

）

　
　

37　

諏
吉
便
覧　

上
下 
二　

（
○ 2-15

）

　
　

38　

阡
陌
の
立
石 

一　

（
○ 4-4

）

　
　

39　

易
学
提
要 

一　

（
△2-11
）

　
　

40　

[

宅
担
方
鑒
／
両
道
奥
儀]

河
詻
極
秘
傳
之
巻 

一　

（
○ 1-19
）

　
　

41　

掌
中
亀
鑑 

一　

　
　

42　

對
聯
全
書 

一

　
　

43　

庚
寅
晴
雨
暦 

一　

（
○ 3-5

）

　
　

44　

俳
諧
豊
後
梅 

一　

（
○ 7-13

）

　
　

45　

[

無
々
菴
／
発
句
集]

俳
諧
久
知
な
し
衣 

二　

（
○ 7-10

）

　
　

46　

芭
蕉
翁
繪
詞
傳　

上
中 

二　

（
○ 7-2

）

　
　

47　

連
歌
手
尓
於
葉
之
事 

一　

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
△
66
番
も
参
照
。7-19?, 8-13?

）

　
　

48　

臼
杵
古
今
和
歌
集 

一　

（
○ 7-16?, 8-11?

）

　
　

49　

狂
歌
栗
下
宗
匠
傳
系 

一　

（
○ 7-18

）

　
　

50　

寛
政
十
一
己
未
歳
旦 

一　

（
△11-2

）

　
　

51　

芭
蕉
翁
反
古
文　

全 

一　

（
○ 7-15

）

　
　

52　

俳
諧
紫
之
巻 

一　

（
○ 7-17

）

　
　

53　

手
本
文
章 

一　

（
○ 12-7

）

　
　

54　

俳
諧
八
重
山
吹 

一　

（
○ 7-9

）

　
　

55　

奥
要
集 

一　

（
○ 7-6

）

　
　

56　

俳
諧
古
今
明
題
集 

三　

（
○ 7-1

）

　
　

57　

洲
崎
稲
荷
宮
に
奉
る
花
の
歌 

一　

（
○ 8-5

）

　
　

58　

韻
鏡
法
要 

一　

（
○ 3-10

）

　
　

59　

無
々
斉
新
宅
賀
漢
和
聯
歌 

一　

（
○ 8-3

）

　
　

60　

無
々
斉
句
集 

二　

（
△8-15

）

　
　

61　

秘
記
註
秘
集 

一　

（
○ 7-3

）

　
　

62　

日
用
重
寶
判
易
天
心
籤 

一　

（
○ 3-3

）

　
　

63　

勝
地
百
盆
壹
之
巻 

一

　
　

64　

俳
諧
本 

一

　
　

65　

芭
蕉
翁
繪
詞
集 

一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
46
番
と
ツ
レ
か
。
○ 7-2

）

　
　

66　

連
歌
手
に
於
葉
之
事 

二　

（
△
→
47
番
）

　
　

67　

百
人
一
首 

一　

（
△8-1

）

　
　

68　

臼
杵
詣 

一　

（
○ 8-18

）

　
　

69　

二
十
五
箇
條
盡
錦
抄 

一　

（
○ 7-5

）

　
　

70　

秋
日
同
諏
翫
月
和
歌 

一　

（
○ 7-7

）

－6－



　
　

71　

三
千
能
屋
和
歌
集 

一　

（
○ 8-4

）

　
　

72　

俳
諧
集 

一

　
　

73　

芭
蕉
流
俳
諧
秘
聞
事
書　
　
　

 

一　

（
△7-11

）

　
　

74　

百
人
一
首
色
づ
け 

一　

（
○ 7-20

）

　
　

75　

西
国
諸
家
盛
衰
記 

二　

（
○ 11-20

）

　
　

76　

豊
後
国
志 

二　

　
　

77　

天
経
或
問
註
解
図
巻 

一　

（
○ 1-6

）

　
　

78　

大
東
世
語 

一　

（
○ 11-16

）

　
　

79　

皇
朝
天
文
備
考 

一

　
　

80　

洛
地
準
則 

二　

（
○ 1-17

）

　
　

81　

国
史
略 

六　

（
○ 11-19

）

　
　

82　

国
祥
便
覧 
一　

（
○ 12-8

）

　
　

83　

和
漢
年
契 
一　

（
○ 1-12

）

　
　

84　

[

地
理
／
風
水]

洛
地
略
論 

一　

（
○ 1-20

）

　
　

85　

[

地
理
／
風
水]

河
語
之
辨 

一　

（
△3-12
）

　
　

86　

河
語
極
秘
辨 

一　

（
○ 3-13
）

　
　

87　

草
堂
眺
望
記 

一

　
　

88　

長
崎
紀
行 

一　

（
○ 11-15

）

　
　

89　

天
候
判
断
記 

一

　
　

90　

大
友
家
系 

一

　
　

91　

町
役
家
系
譜 

一　

（
○ 11-1

）

　
　

92　

稲
葉
藩
班
次 

一

　
　

93　

大
友
松
野
両
家
系
図 

一　

（
○ 12-2

）

　
　

94　

御
家
中
諸
役
系
譜 

一

　
　

95　

将
軍
家
御
略
系 

一

　
　

96　

諸
侯
領
知
録 

一

　
　

97　

稲
葉
御
家
系
御
家
瑞
標
目 

一　

（
○ 12-9

）

　
　

98　

各
町
々
役
家
先
祖
書

新
町
欠 

七

　
　

99　

大
友
麾
下
姓
名
録 

一　

（
○ 11-12

）

　
　

100　

太
閤
秀
吉
公
朝
鮮
征
伐
軍
配
■
■ 

一

　
　

101　

察
病
傳 

一　

（
○ 2-17

）

　
　

102　

祝
詞
式
解 

一　

（
○ 4-2

）

　
　

103　

祝
文 

一　

（
○ 3-14

）

　
　

104　

諸
祓
幷
諄
辭 

一　

（
○ 4-1

）

　
　

105　

納
祇
傳 

一　

（
○ 3-11

）

　
　

106　

祝
詞
式
正
訓 

一　

（
○ 4-3

）

　
　

107　

温
故
年
表
録 

四　

（
△8-17, 8-21

）

　
　

108　

譯
準
開
口
新
語 

一　

（
○ 11-18

）

　
　

109　

翻
譯
名
義
集
摘
要 

一

　
　

110　

大
般
若
理
趣
分
口 

一　

（
○ 12-5

）

　
　

111　

寺
社
考
（
仏
之
部
） 

一

　
　

112　

聖
徳
太
子
日
本
未
来
記 

一　

（
○ 12-1

）

　
　

113　

赤
堂
山
順
照
上
人
一
流
ノ
秘
文 

一　

（
○ 19-1

）

　
　

114　

切
支
丹
宗
渡
海
来
由　

全 

一　

（
○ 11-14

）

　
　

115　

正
音
千
字
文 

一　

（
○ 12-4

）

　
　

116　

臼
杵
千
字
文
序 

一　

（
○ 12-15

）

　
　

117　

執
筆
撥
蹬
法 

一　

（
○ 11-4

）

　
　

118　

満
野
長
者
傳
記 

一　

（
○ 11-3

）
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119　

鼇
頭
定
本
墨
色
小
筌 

一　

（
○ 8-9

）

　
　

120　
[

日
本
／
史
集]

倭
千
字
文
前
後
續 

一　

（
○ 8-17, 12-14

）

　
　

121　

拾
遺
千
字
文 

一

　
　

122　

正
音
後
千
字
文 

一　

（
○ 12-3

）

　
　

123　

鼇
城
藩
臣
分
限
録 

一　

（
○ 11-11

）

　
　

124　

稲
葉
物
語 

一　

　
　

125　

鼇
城
藩
臣
志 

一

　
　

126　

金
光
明
最
勝
王
経　

全 

一

　
　

127　

太
上
老
君
説
常
清
静
経 

一

　
　

（
一
行
空
き
）

　
　

128　

日
本
循
環
暦
数
速
知
全
図 

二

　
　

129　

地
形
図
面 
一
六

　
　

130　

佛
教
関
係
資
料 
四

　
　

131　

家
系
関
係 

二

　
　

132　

里
程
表 

一

　
　

133　

易
経
関
係
資
料 

五

　
　

134　

俳
諧
関
係
資
料 

一
五

　
　

135　

そ
の
他
書
翰
類 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計　

二
四
七

　

念
の
た
め
述
べ
て
お
く
と
、
最
後
の
「
そ
の
他
書
翰
類
」
の
下
に
は
点
数
の
記
載
は
な

く
空
白
に
さ
れ
て
お
り
、
罫
線
の
欄
外
に
合
計
数
が
二
四
七
点
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

合
計
数
は
最
初
の
「
三
元
図
解
」
か
ら
「
俳
諧
関
係
資
料
」
ま
で
の
冊
数
を
合
算
し
た
数

に
一
致
し
て
お
り
、
「
そ
の
他
書
翰
類
」
は
一
ま
と
め
に
し
て
別
枠
と
し
、
合
計
点
数
に

は
入
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
も
う
一
つ
は
、
こ
れ
も
臼
杵
市
所
用
の
Ｂ
５
サ
イ
ズ
縦
長
の
横
書
き
用
便
せ
ん
を

用
い
、
こ
れ
を
横
長
に
置
き
直
し
て
縦
書
き
に
使
用
し
た
も
の
。
昭
和
三
十
七
年
の
寄
贈

書
一
覧
表
に
比
べ
る
と
、
点
数
も
少
な
い
た
め
簡
単
な
覚
書
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
昭

和
四
十
五
年
五
月
一
日
に
寄
贈
を
う
け
た
も
の
に
つ
い
て
の
記
録
で
あ
る
。
記
載
内
容
は

以
下
の
と
お
り
で
、
通
し
番
号
も
記
載
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
　

１ 

俳
句
集
の
額　
　
　
　
　
　

二
個

　
　

２ 

薬
師
堂
再
建
畧
縁
起　
　
　

一

　
　

３ 

掛
軸　

四　

雍
通　

佳
方

　
　

 　
　
　
　
　
　

春
龍　

豊
具

　
　

４ 

土
御
門
正
三
位
晴
親
卿
御
直
弟
御
許
状　

一

　
　

５ 

筮
竹　
　
　
　
　
　
　
　

一
揃　
　
　
　

一

　

便
せ
ん
一
枚
の
み
の
簡
略
な
も
の
で
あ
る
が
、
通
し
番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
る
上
、
直

後
に
寄
贈
年
時
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
複
数
枚
の
寄
贈
目
録
の
内
の
一
枚
だ
け
が
残
っ

た
わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
一
枚
で
完
結
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
典
籍
、
文
書
以

外
の
器
物
類
を
中
心
に
、
こ
の
時
点
で
寄
贈
が
な
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
昭
和
四
十
五
年
の
寄
贈
品
目
録
に
つ
い
て
注
意
さ
れ
る
の
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
た
寄

贈
品
は
一
見
す
る
と
い
ず
れ
も
旧
目
録
に
記
載
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
点
で
あ
る
。
先
に

旧
目
録
の
作
成
時
期
は
不
明
と
述
べ
た
け
れ
ど
も
、
旧
目
録
に
こ
れ
ら
寄
贈
品
に
つ
い
て

の
記
載
が
な
い
と
す
れ
ば
、
旧
目
録
の
作
成
は
昭
和
四
十
五
年
以
前
で
あ
っ
た
と
考
え
た

く
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
こ
れ
以
外
に
も
少
な
く
と
も
三
点
が
寄
贈
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
、
調
査
に
よ
り
判
明
し
て
い
る
。
今
回
新
た
に
作
成
し
た
目
録
（
新
目

録
）
で
は
、
「
半
時
庵
画
賛
句
」
「
和
歌
懐
紙
「
月
似
鏡
」
」
「
漢
詩
「
誦
詩
聞
国
政
／

講
易
見
天
心
」
」
と
仮
に
題
し
た
三
軸
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
内
容
か
ら
判
断
し
て
、
上
記

３
の
掛
け
軸
四
点
と
一
致
す
る
も
の
で
は
無
か
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
さ
れ
る
の
は
、
「
和
歌
懐
紙
「
月
似
鏡
」
」
と
題
し
た
一
軸
は
、
ほ
ぼ
間

違
い
な
く
旧
目
録
の
二
十
三
頁
に
見
え
る
「
月
似
鏡
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
眼
で
確
認
し
直
す
と
、
「
漢
詩
「
誦
詩
聞
国
政
／
講
易
見
天

心
」
」
と
題
し
た
一
軸
は
、
そ
の
奥
書
か
ら
同
じ
く
旧
目
録
二
十
三
頁
の
「
井
坂
常
陸
大

掾
筆
」
と
記
載
さ
れ
た
一
点
を
指
す
も
の
と
の
推
測
が
可
能
と
な
る
。
す
る
と
、
旧
目
録
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の
作
成
は
昭
和
四
十
五
年
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
前
提
か
ら
推
測
を
働

か
せ
る
と
、
必
ず
し
も
確
定
は
し
が
た
い
も
の
の
、
上
記
目
録
の
四
軸
の
う
ち
「
雍
通
」

と
記
さ
れ
る
も
の
は
、
や
は
り
旧
目
録
二
十
三
頁
の
「
雍
通
公
筆　

桜
ぞ
花
に
」
の
こ

と
、
「
春
龍
」
と
記
さ
れ
る
も
の
は
、
同
じ
く
旧
目
録
「
三
ケ
舎
文
足
寿
像
（
天
保
癸

巳
）
」
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
見
通
し
が
立
つ
。
後
者
は
今
回
の
調
査
に
よ
り
、
新
目
録

「
諸
資
料
」
の
部
に
「
陰
陽
文
林
郎
天
心
斎
大
道
宗
観
居
士
寿
像
」
一
軸
と
し
て
登
録
し

た
も
の
に
同
定
が
で
き
そ
う
で
、
加
島
英
国
像
に
天
保
四
年
（
癸
巳
）
の
年
記
を
も
つ
春

龍
の
賛
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
推
測
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
旧
目
録
二
十
三
頁
の
冒

頭
「
佳
方
筆
俳
句
」
は
、
受
入
目
録
の
掛
軸
四
点
中
の
「
佳
方
」
で
よ
い
か
も
し
れ
な

い
。
ち
な
み
に
先
に
、
受
入
目
録
に
は
な
い
が
昭
和
四
十
五
年
寄
贈
と
認
定
さ
れ
る
軸
物

の
一
点
と
し
て
、
名
前
を
挙
げ
た
「
半
時
庵
画
賛
句
」
に
は
「
佳
芳
」
な
る
者
の
奥
書
が

あ
り
、
こ
れ
が
受
入
目
録
の
「
佳
方
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
受
入
目
録

の
軸
物
の
中
で
旧
目
録
上
に
確
認
の
と
れ
ぬ
も
の
は
「
豊
具
」
だ
け
と
な
る
。

　

問
題
と
な
っ
た
昭
和
四
十
五
年
の
寄
贈
品
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
、
こ
れ
に
加
え
て
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
先
に
述
べ
た
ボ
ー
ル
紙
表
紙
付
き
封
筒
の
こ
と
で
あ

る
。
実
は
、
か
つ
て
文
書
の
整
理
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
の
封
筒
は
、
基
本
的
に
は
既
に

み
な
廃
棄
さ
れ
て
お
り
、
見
本
と
し
て
残
さ
れ
た
一
点
の
み
が
伝
わ
る
。
そ
の
残
さ
れ
た

封
筒
こ
そ
、
昭
和
四
十
五
年
寄
贈
の
「
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
」
を
収
め
て
い
た
も
の
な
の

で
あ
る
。
当
該
封
筒
の
ボ
ー
ル
紙
表
紙
に
あ
た
る
部
分
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ

る
。

　
　

 

昭
和
四
十
五
年
四
月
三
十
日
／
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
（
英
国
）
／
英
国
関
係
諸
記
録

／
藩
内
待
遇
／
画
像
／
各
師
匠
／
拝
飲
免
許　

等
／
加
島
氏
寄
贈

　

受
入
目
録
の
前
日
の
日
付
と
な
っ
て
い
る
が
、
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
と
共
に
寄
贈
さ
れ

た
資
料
群
が
、
受
入
目
録
と
は
や
や
違
っ
た
形
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
薬
師
堂

再
建
略
縁
起
以
下
の
資
料
が
当
該
年
時
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と
を
証
す
る
も
の
は
、
こ
の

ボ
ー
ル
紙
表
紙
の
記
載
以
外
に
は
な
く
（
た
だ
し
「
英
国
関
係
諸
記
録
」
だ
け
は
別
だ

が
）
、
受
入
目
録
に
準
ず
る
貴
重
な
証
言
と
な
っ
て
い
る
。

　

表
紙
記
載
の
資
料
名
は
簡
略
な
た
め
、
現
存
資
料
に
対
応
す
る
も
の
が
あ
る
と
し
て
も

そ
の
同
定
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
「
英
国
関
係
諸
記
録
」
か
と
推
測
さ
れ
る
一
点

は
、
調
査
に
よ
り
確
認
さ
れ
て
い
る
。
該
書
は
、
仮
に
ボ
ー
ル
紙
表
紙
記
載
の
題
を
と
り

「
英
国
関
係
諸
記
録
」
と
命
名
し
た
、
わ
ず
か
三
丁
か
ら
成
る
無
題
の
資
料
で
、
レ
ポ
ー

ト
用
紙
を
転
用
し
た
後
補
表
紙
に
同
年
四
月
三
十
日
付
け
「
加
島
氏
寄
贈
」
の
旨
が
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
」
と
同
時
に
寄
贈
さ
れ
た
一
点
と
認
定
で

き
る
。
し
て
み
る
と
、
昭
和
四
十
五
年
の
受
入
目
録
は
ど
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
に
作
成

さ
れ
た
の
か
よ
く
判
ら
な
い
が
、
ど
う
や
ら
同
年
の
寄
贈
品
の
全
貌
を
示
す
と
は
み
な
し

難
い
目
録
で
あ
る
よ
う
だ
。

　

と
こ
ろ
で
、
旧
目
録
が
昭
和
四
十
五
年
以
降
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
す
る
と
、
筮
竹
な

ど
特
殊
な
資
料
を
記
録
し
て
い
な
い
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
「
薬
師
堂
再
建
畧
縁

起
」
や
「
土
御
門
正
三
位
晴
親
卿
御
直
弟
御
許
状
」
の
よ
う
に
、
掲
載
し
て
当
然
と
思
わ

れ
る
資
料
に
つ
い
て
も
旧
目
録
に
見
当
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
こ
と
が
不
審
と
な
る
。
ま

た
一
方
、
和
歌
懐
紙
「
月
似
鏡
」
、
漢
詩
「
誦
詩
聞
国
政/

講
易
見
天
心
」
が
受
入
目
録
に

も
紙
帙
表
紙
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
ら
し
い
の
も
不
審
だ
が
、
こ
れ
は
紙
帙
表
紙
の

「
拝
飲
免
許　

等
」
の
「
等
」
に
含
ま
れ
る
も
の
か
、
あ
る
い
は
同
じ
昭
和
四
十
五
年
で

も
受
入
目
録
の
記
載
品
と
は
時
を
異
に
し
て
寄
贈
さ
れ
た
故
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う

か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
受
入
目
録
と
旧
目
録
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
な
お
判
然
と
し
な
い

も
の
を
残
す
よ
う
で
あ
る
。

　

さ
て
、
四
十
五
年
の
受
入
目
録
の
話
題
が
先
に
細
部
に
わ
た
り
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
が
、

三
十
七
年
受
入
目
録
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
と
同
様
に
旧
目
録
と
突
き
合
わ
せ
な
が
ら
、
併

せ
て
現
存
す
る
伝
来
資
料
と
の
同
定
を
は
か
り
、
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
品
を
確
定
し
て
ゆ

く
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
や
は
り
、
現
存
の
資
料
と
こ
の
受
入
目
録
と
の
関
係

で
い
く
つ
か
問
題
と
な
る
点
が
あ
る
。
大
半
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
題
名
や
内
容
表

示
の
記
載
に
よ
り
目
録
と
の
同
定
が
は
か
り
う
る
の
だ
が
、
中
に
は
判
断
に
迷
う
も
の
も

相
当
に
あ
る
か
ら
だ
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
多
少
の
問
題
は
あ
っ
て
も
現
存
資
料
と

の
関
係
を
認
め
う
る
も
の
に
は
○ 

を
付
し
、
慎
重
な
検
討
の
必
要
な
も
の
に
は
△
と
し

た
。
た
だ
し
実
際
に
は
微
妙
な
判
断
を
伴
う
も
の
も
多
く
、
○ 

の
も
の
に
も
コ
メ
ン
ト
が

必
要
な
場
合
に
は
コ
メ
ン
ト
を
付
し
、
対
応
関
係
の
整
理
を
は
か
っ
て
お
く
こ
と
と
す

る
。

　

1
番
の
三
元
図
解
は
先
に
示
し
た
よ
う
に
旧
目
録1-13

の
典
籍
で
誤
り
な
い
と
思
わ
れ

る
が
、
現
存
典
籍
冊
数
は
旧
目
録
記
載
の
と
お
り
五
冊
で
あ
る
。
受
け
入
れ
後
に
紛
失
と

い
う
事
態
は
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
増
え
て
い
る
の
は
や
や
不
審
で
あ
る
。
単
純
な
数
え

間
違
い
な
の
か
、
五
冊
の
う
ち
一
冊
が
は
ぐ
れ
て
い
て
後
に
改
め
て
寄
贈
さ
れ
た
の
か
、
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事
情
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
同
様
に
2
番
の
易
経
集
註
も
現
存
十
三
冊
だ
が
、
受
入
目
録

で
は
十
二
冊
で
あ
る
。
7
番
は
冊
数
表
示
か
ら
は
旧
目
録1-2

が
き
れ
い
に
対
応
す
る
が
、

本
来
、
次
の
8
番
（
旧
目
録1-4

）
と
ツ
レ
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
点
に
気
づ
か
ず
目

録
化
し
た
も
の
か
。
46
番
の
芭
蕉
絵
詞
傳
も
現
在
は
揃
い
の
３
冊
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
場
合
は
65
番
の
「
芭
蕉
翁
繪
詞
集
」
一
冊
が
下
冊
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
。
こ
う
し
た
複
数
の
事
例
か
ら
は
、
寄
贈
時
に
は
不
揃
い
本
が
多
く
含
ま
れ
て
お

り
、
後
に
ツ
レ
が
発
見
さ
れ
る
と
追
加
で
寄
贈
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
想
定
さ
れ
、
目
録

と
現
有
物
と
の
対
応
に
か
か
わ
る
問
題
と
見
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
ゆ
え
に
特
別

な
場
合
を
除
き
、
以
下
冊
数
の
不
一
致
に
つ
い
て
は
特
に
問
題
と
し
な
い
。

　

47
番
と
66
番
と
の
「
連
歌
手
尓
於
葉
之
事
」
は
、
47
が
一
冊
、
66
が
二
冊
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
に
該
当
し
そ
う
な
も
の
と
し
て
、
旧
目
録7-19

「
連
歌
手
尓
於
葉
大
事
」
と
同

8-11

「
連
歌
て
に
お
は
大
事
」
各
一
冊
が
あ
る
。
ま
た
、
現
存
典
籍
の
中
に
も
内
題
に

「
連
歌
手
爾
於
葉
大
事
」
と
す
る
一
冊
、
外
題
に
「
連
歌
手
尓
於
葉
之
大
事
」
と
す
る
一

冊
が
あ
る
。
な
お
、
も
う
一
点
、
「
連
歌
手
爾
於
葉
大
事
」
を
合
冊
す
る
「
秘
記
註
秘

集
」
一
冊
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
外
題
の
一
致
か
ら
旧
目
録7-3

、
受
入
目
録
61
番
に

対
応
す
る
も
の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
、
66
番
の
二
冊
と
い
う
記
載
か
ら

は
、
額
面
通
り
受
け
取
れ
ば
上
下
二
冊
か
ら
成
る
本
の
形
を
と
る
別
の
一
点
が
存
在
し
た

も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
が
、
あ
る
い
は
内
容
上
の
判
断
か
ら
現
存
の
二
点
を
一
対
の
も
の

と
認
定
し
て
記
し
た
可
能
性
も
な
い
と
は
い
え
な
い
。
あ
る
い
は
現
存
二
点
の
う
ち
一
点

が
本
来
二
冊
本
で
あ
っ
た
も
の
が
不
揃
い
と
な
っ
た
の
か
、
こ
れ
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
受
入
目
録
に
よ
れ
ば
、
計
三
冊
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
題
書
は
、
今
で
は

一
冊
本
二
点
を
残
す
の
み
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
録
の
ど
れ
に
対
応
す
る
の
か
確
定
は

難
し
い
。

　

な
お
こ
れ
に
関
連
し
て
付
け
加
え
て
お
く
と
、
受
入
目
録
に
は
関
与
し
な
い
問
題
だ

が
、
旧
目
録
の
七
頁
と
八
頁
と
の
間
に
は
同
名
も
し
く
は
類
似
書
名
の
重
な
り
が
複
数
見

ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
例
が
あ

る
。

　
　

・
（7-15

）
翁
反
古
文
と
（8-14

）
芭
蕉
翁
反
古
文

　
　

・
（7-16

）
臼
杵
古
今
和
歌
集
と
（8-9

）
臼
杵
古
今
和
歌
集

　
　

・
（7-17

）
俳
諧
紫
之
巻
と
（8-10

）
俳
諧
紫
ノ
巻

　
　

・
（7-19

）
連
歌
手
尓
於
葉
大
事
と
（8-11

）
連
歌
て
に
お
は
大
事

　
　

・
（7-20

）
百
人
一
首
と
（8-1

）
百
人
一
首

　

こ
の
う
ち
、
実
際
に
複
数
点
の
伝
存
が
確
認
で
き
る
例
は
、
「
連
歌
手
尓
於
葉
（
之
）

大
事
」
の
み
な
の
で
あ
る
。
に
も
関
わ
ら
ず
、
書
名
の
重
複
が
多
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
頁
の
間
で
作
業
の
中
断
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
重
複
し
て
採
録

し
た
書
目
が
生
じ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
「
手
尓
於
葉
（
て
に
お
は
）

大
事
」
が
重
複
採
録
に
あ
た
る
の
か
否
か
、
容
易
に
は
判
断
し
が
た
い
。

　

59
番
「
無
々
斉
新
宅
賀
漢
和
聯
歌
」
は
外
題
の
一
致
度
の
高
さ
か
ら
、
旧
目
録8-3

の

『
幽
斎
新
宅
賀
漢
和
聯
句
』
と
認
定
し
た
。
お
そ
ら
く
は
、
加
島
英
国
の
庵
号
で
あ
る

「
無
々
庵
」
か
ら
の
類
推
で
、
「
幽
」
の
字
を
「
無
々
」
の
崩
し
と
読
み
誤
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
現
存
典
籍
も
「
幽
斎
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

120
番
、
121
番
は
旧
目
録8-17

と12-14

が
対
応
し
そ
う
で
あ
る
が
、
現
存
典
籍
と
照
合
す

る
と
前
・
後
・
続
・
拾
遺
の
計
四
冊
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
120
書
名
欄
に
は
「
前
後
續
」

と
記
し
な
が
ら
そ
の
冊
数
は
一
冊
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
も
不
審
で
あ
る
。

旧
目
録
外
「
追
加
資
料
」
の
こ
と

　

さ
て
、
上
記
の
通
り
、
加
島
家
資
料
の
調
査
は
図
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
き
た
資
料
群
と

「
旧
目
録
」
、
お
よ
び
二
種
の
受
け
入
れ
目
録
と
を
相
互
に
照
合
し
て
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
だ
が
、
現
在
、
臼
杵
市
で
「
加
島
家
資
料
」
と
し
て
保
管
し
て
い
る
資
料
群

は
、
右
二
点
の
受
け
入
れ
目
録
を
明
ら
か
に
超
え
る
も
の
を
含
ん
で
い
る
。
そ
の
中
に
は

『
桜
翁
雑
録
』
の
よ
う
に
明
ら
か
に
加
島
英
国
の
筆
録
し
た
資
料
と
考
え
ら
れ
る
も
の

等
、
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
を
疑
う
こ
と
の
難
し
い
資
料
が
含
ま
れ
て
お
り
、
他
家
資
料
の

混
入
と
は
考
え
が
た
い
も
の
も
あ
る
。
ゆ
え
に
、
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
は
少
な
く
と
も
三

回
以
上
に
わ
た
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
現
時
点
に
お
い
て

は
見
出
さ
れ
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
上
記
二
回
の
受
け
入
れ
と
は
別
の
折
の
受
け
入
れ
目

録
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
な
く
は
な
い
の
だ
が
、
現
市
立
図
書
館
の
収
蔵
庫
の
耐
震

工
事
に
伴
う
大
が
か
り
な
整
理
に
際
し
て
も
、
新
た
な
目
録
は
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

最
初
に
寄
贈
を
受
け
た
臼
杵
図
書
館
で
は
、
受
け
入
れ
目
録
を
拠
り
所
に
し
て
、
こ
れ

ら
複
数
回
に
わ
た
る
加
島
家
か
ら
の
寄
贈
資
料
を
管
理
保
管
し
て
き
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
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管
理
状
況
と
資
料
取
り
扱
い
の
経
過
に
つ
い
て
は
、
職
員
の
異
動
に
よ
り
も
は
や
正
確
な

把
握
は
難
し
い
。
そ
し
て
、
あ
る
時
期
に
こ
れ
ら
を
一
括
の
資
料
と
し
て
把
握
し
、
保
存

の
便
に
資
す
る
た
め
に
、
お
そ
ら
く
は
図
書
館
の
職
員
の
手
に
よ
り
、
上
記
の
旧
目
録
が

作
成
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
に
、
こ
れ
も
お
そ
ら
く
は
と
い
う
推
測
を
交
え

た
判
断
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
け
れ
ど
も
、
過
去
の
受
け
入
れ
目
録
と
対
照
し
な
が
ら
、

現
に
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
資
料
群
と
の
突
き
合
わ
せ
が
な
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
現
存
資
料
と
旧
目
録
と
の
対
応
に
つ
い
て
も
、
先
の
受
け
入
れ
目
録
と
同
様
の

不
審
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
そ
の
点
の
具
体
例
つ
い
て
は
次
節
に
お
い
て
述
べ
る
こ
と

に
し
て
、
そ
の
前
に
も
う
一
点
補
っ
て
お
く
こ
と
が
あ
る
。

　

今
回
新
た
に
作
成
し
た
新
目
録
と
、
過
去
の
受
け
入
れ
目
録
、
そ
し
て
旧
目
録
と
を
見

比
べ
て
み
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
現
時
点
に
お
い
て
存
在
の
確
認
で
き
な
い
資
料
が

い
く
つ
も
あ
る
。
か
つ
て
は
、
こ
れ
ら
古
典
籍
、
文
書
資
料
も
閲
覧
の
要
望
が
あ
れ
ば
貸

し
出
し
ま
で
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
、
そ
の
た
め
に
行
方
不
明
と
な
っ
た
資
料
が
出
て
く

る
こ
と
は
仕
方
が
な
い
。
ど
の
よ
う
に
厳
密
に
管
理
し
て
い
よ
う
と
も
、
紛
失
は
つ
き
も

の
で
あ
る
。
む
し
ろ
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
受
入
目
録
や
旧
目
録
と
の
対
応
が
は
っ

き
り
し
な
い
資
料
が
か
な
り
の
量
に
の
ぼ
る
こ
と
の
方
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
に
目
録
化
し
て
示
し
た
資
料
を
「
加

島
家
資
料
」
と
す
る
認
定
の
根
拠
は
、
旧
目
録
に
登
載
さ
れ
て
い
る
か
受
入
目
録
に
記
載

が
あ
る
か
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
い
ず
れ
と
も
同
定
が
は
か
れ
な
い
資
料
が
、

「
加
島
家
資
料
」
と
し
て
目
録
化
さ
れ
て
い
る
そ
の
根
拠
と
は
何
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
よ

う
。
そ
の
も
う
一
つ
の
根
拠
こ
そ
が
、
先
に
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
に
関
連
し
て
ふ
れ
た

ボ
ー
ル
紙
表
紙
付
き
の
封
筒
な
の
で
あ
る
。
見
本
と
し
て
一
点
の
み
残
さ
れ
た
封
筒
は
、

も
と
も
と
は
加
島
家
資
料
だ
け
で
な
く
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
諸
家
か
ら
の
資
料
群
の
整

理
の
た
め
に
か
な
り
の
数
が
作
ら
れ
、
活
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
し
か
し
、
資
料
群
の

本
格
的
な
再
調
査
に
あ
わ
せ
て
、
資
料
の
酸
性
劣
化
を
防
ぐ
意
味
か
ら
も
資
料
と
封
筒
は

分
離
さ
せ
、
最
後
は
処
分
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
薬
師
堂
再

建
略
縁
起
に
見
ら
れ
た
よ
う
に
、
資
料
名
だ
け
で
な
く
伝
来
に
つ
い
て
の
記
録
が
残
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
「
加
島
家
資
料
」
と
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

だ
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ボ
ー
ル
紙
表
紙
に
つ
い
て
も
う
一
点
注
意
す
べ
き
点
を
指
摘
し
て
お
く

と
、
唯
一
残
さ
れ
た
薬
師
堂
再
建
略
縁
起
に
沿
え
ら
れ
て
い
た
封
筒
か
ら
判
断
す
る
に
、

表
紙
の
墨
書
は
旧
目
録
の
筆
跡
と
ど
う
や
ら
同
じ
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
印
象
に
誤
り
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
伝
来
を
重
視
し
「
加
島
英
国
資
料
目
録
」

を
作
成
し
た
の
と
同
じ
者
の
手
に
よ
り
、
封
筒
に
よ
る
諸
家
の
文
書
整
理
も
な
さ
れ
た
ら

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
う
な
る
と
今
度
は
、
既
述
の
と
お
り
、
ボ
ー
ル
紙

表
紙
付
き
封
筒
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
文
書
の
中
に
、
旧
目
録
に
記
載
の
な
い
文
書
が
あ
る

こ
と
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
、
目
録
作
成
の
時
期
と
封
筒
に
よ
る
整
理
と
の
前
後

関
係
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
等
、
い
ろ
い
ろ
気
に
掛
か
る
問
題
が
出
て
く
る
。
旧
目
録
作

成
後
に
も
加
島
家
か
ら
追
加
の
寄
贈
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
既
に
寄
贈
を
受
け
て
い

な
が
ら
旧
目
録
作
成
時
に
は
み
つ
か
ら
な
か
っ
た
資
料
が
、
し
か
も
加
島
家
伝
来
の
根
拠

を
も
つ
資
料
が
何
か
の
折
に
発
見
さ
れ
た
の
か
、
い
ず
れ
と
も
分
か
ら
な
い
が
、
旧
目
録

の
作
成
も
封
筒
に
よ
る
文
書
整
理
も
、
完
遂
さ
れ
る
こ
と
な
く
中
断
さ
れ
た
の
が
実
情
で

あ
る
。
受
入
目
録
、
旧
目
録
外
の
「
加
島
資
料
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
認
定
を
経
た
も
の

で
あ
る
。

　

か
つ
て
の
封
筒
の
整
理
に
せ
よ
、
旧
目
録
の
整
理
に
せ
よ
、
そ
れ
を
試
み
た
際
に
は
拠

る
べ
き
根
拠
が
あ
っ
て
「
加
島
家
寄
贈
」
の
認
定
が
な
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
今
日
に
お
い

て
は
そ
の
追
検
証
の
で
き
な
い
も
の
も
多
い
。
そ
れ
が
た
め
に
、
幾
つ
か
の
不
審
が
発
生

す
る
。
特
に
伝
来
に
つ
い
て
疑
問
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
特
記
し
て
お
く
と
、
「
諸
侯
城

地
名
」
と
題
し
た
文
書
史
料
一
点
に
は
、
「
寄
贈
」
印
が
捺
さ
れ
そ
こ
に
「
後
藤
熊
男
」

氏
の
名
が
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
も
「
臼
杵
家
士
後
藤
鉄
雄
」
の
編
に
な
る

も
の
と
認
め
ら
れ
、
後
藤
氏
か
ら
の
寄
贈
に
疑
い
を
抱
か
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
同
書
表
紙
に
は
「
加
島
英
国
資
料
の
内
」
と
記
さ
れ
て
い
た
た
め
、
今
回
の

調
査
の
対
象
に
加
え
て
い
る
。
次
に
、
「
臼
杵
千
字
文
」
と
題
す
る
書
物
が
複
数
、
調
査

の
対
象
と
な
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
の
一
本
に
は
「
小
林
常
三
氏
寄
贈
」
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
こ
れ
も
伝
来
の
素
性
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
「
臼
杵
千
字
文
」
が
英
国
の
著
作
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
素
朴
に
加
島
家
「
関
連
」
資
料
と
し
た
も
の
か
、
は
っ
き
り
と
は
定
め

が
た
い
。

　

ま
た
、
一
点
だ
け
で
あ
る
が
昭
和
十
一
年
八
月
十
八
日
に
加
島
英
発
氏
よ
り
の
寄
贈
の

確
認
で
き
る
資
料
が
あ
る
（
新
目
録
「
文
書
」
③
33
番
『
（
関
ヶ
原
陣
図
）
』
）
の
だ

が
、
こ
れ
も
加
島
家
か
ら
と
い
う
点
で
は
問
題
な
い
の
も
の
の
、
他
の
加
島
家
資
料
と
は

異
な
る
か
つ
て
の
管
理
状
況
が
知
ら
れ
る
点
で
興
味
深
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
と
い
う
の

も
、
同
図
に
は
稲
葉
家
資
料
の
多
く
と
同
様
、
八
門
分
類
の
旧
分
類
ラ
ベ
ル
が
貼
付
さ
れ
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て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
寄
贈
印
に
よ
り
加
島
家
か
ら
の
伝
来
情
報
を
残
し
な
が
ら
、

稲
葉
家
資
料
と
と
も
に
八
門
分
類
で
管
理
さ
れ
て
い
た
加
島
家
資
料
も
あ
っ
た
こ
と
が
知

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
同
じ
時
期
に
他
に
も
加
島
家
か
ら
寄
贈
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
同

様
の
寄
贈
年
記
載
を
も
つ
資
料
が
あ
り
そ
う
な
も
の
だ
が
、
他
に
は
同
年
の
寄
贈
記
載
も

八
門
分
類
の
ラ
ベ
ル
も
、
調
査
対
象
の
中
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
て

お
く
。

『
温
故
年
表
録
』
の
問
題

　

上
記
の
よ
う
に
、
「
加
島
家
資
料
」
の
認
定
に
は
幾
つ
か
の
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で

あ
る
が
、
以
下
で
は
、
そ
の
こ
と
を
『
温
故
年
表
録
』
と
い
う
具
体
的
な
資
料
に
そ
っ
て

検
討
を
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

『
温
故
年
表
録
』
の
書
名
は
、
先
に
掲
げ
た
昭
和
三
十
七
年
の
受
入
目
録
の
107
番
に
そ

の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
旧
目
録
で
は8-15, 8-19

に
い
ず
れ
も
「
温
故
年

表
」
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。8-15

は
一
冊
、
そ
し
て8-19
は
旧
目
録
の
摘
要
欄
に

「
桐
箱
入
、
３
冊
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
合
わ
せ
る
と
四
冊
に
な
り
、
受
入
目
録
の
記
載

と
た
し
か
に
整
合
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
旧
目
録
で
そ
の
先
を
見
て
い
く
と12-11

「
温
故
年

表
録
上
」
、12-12

「
温
故
年
表
録
」
、12-13

「
温
故
年
表
録
大
全
」
と
類
似
題
の
書
目

が
並
ん
で
い
る
箇
所
を
見
出
す
。
こ
の
う
ち12-13

は
題
名
も
微
妙
に
異
な
り
、
か
つ
旧
目

録
の
摘
要
欄
に
「
嘉
永
再
訂
諸
家
盛
衰
考
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
嘉
永
再
訂
諸
家
盛
衰

考
／
温
故
年
表
録
大
全
」
と
の
外
題
を
有
す
る
現
存
一
冊
と
の
同
定
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た12-12

は
、
こ
れ
も
旧
目
録
の
「
巻
数
」
欄
に
「
乾
、
坤
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
乾
坤

二
巻
構
成
の
二
冊
本
『
温
故
年
表
録
』
の
現
存
か
ら
対
応
関
係
を
確
認
で
き
る
。
残
る

12-11

は
旧
目
録
の
記
載
か
ら
は
上
巻
の
み
伝
存
の
一
冊
本
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
に
該
当

す
る
同
名
書
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
旧
目
録8-19

に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
箱
入
り
三
冊
本
も
現
存
を
確
認
で
き
、

8-15

と
対
応
す
る
か
と
思
わ
れ
る
一
冊
完
本
も
存
在
を
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
受
入
目

録
107
番
「
温
故
年
表
録
」
四
冊
と
記
す
も
の
を
、
こ
の
箱
入
り
三
冊
本
と
箱
な
し
の
一
冊

本
と
の
組
み
合
わ
せ
に
引
き
当
て
て
考
え
て
よ
い
か
と
な
る
と
、
常
識
的
に
は
そ
の
よ
う

な
見
做
し
は
難
し
い
。
も
ち
ろ
ん
、
伝
存
し
た
『
温
故
年
表
録
』
と
は
別
に
、
さ
ら
に
一

点
四
冊
本
が
存
在
し
た
可
能
性
は
考
慮
し
て
よ
い
の
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
現
存
伝
本
と

受
入
目
録
、
旧
目
録
と
の
関
係
は
錯
綜
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
錯
綜
し
て
い
る
の
は
現
存
の
典
籍
と
目
録
と
の
同
定
に
関
す
る
問
題
だ
け
で

は
な
い
。
そ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
旧
目
録8-19

に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
印

籠
蓋
の
木
箱
入
り
の
三
冊
本
『
温
故
年
表
録
』
に
つ
い
て
、
以
下
、
少
し
詳
し
く
言
及
し

て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　

問
題
の
在
処
を
は
っ
き
り
示
す
の
は
、
そ
の
伝
来
事
情
を
伝
え
る
貼
り
紙
の
存
在
で
あ

る
。
ま
ず
は
箱
の
底
に
貼
付
さ
れ
た
紙
片
の
記
事
を
示
し
て
み
る
。
そ
こ
に
は
「
十
二
月

廿
七
日
／
会
所
／
掛
町
加
嶋
弥
平
太
事
／
年
表
録
仕
立
／
大
殿
様
江
差
上
候
付
／
銀
拾
枚

御
画
壱
枚
／
被
下
候
其
通
可
／
申
聞
候
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
こ
の
「
年

表
録
」
は
「
大
殿
様
」
へ
献
上
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対
価
と
し
て
「
銀
拾
枚
」
と

「
御
画
壱
枚
」
が
下
げ
渡
さ
れ
た
と
い
う
。

　

ま
た
、
箱
蓋
の
内
側
に
は
、
「
天
保
六
年
乙
未
四
月
十
五
日
／
御
在
所
町
人
加
島
弥
平

太
江
／
認
被
仰
付
出
来ﾆ

候
粟
屋
静
勝
／
持
参
差
上
之
」
「
浅
黄
表
紙
二
冊
／
天
保
十
四
卯

閏
九
月/

粟
屋
静
勝
出
府
候
節
持
参
／
此
家
系
二
冊
文
久
元
年
御
在
所
御
持
込
／
御
用
人ﾆ

御
下ﾆ

相
成
」
と
記
し
た
二
枚
の
紙
片
が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
加
島
弥
平
太
に
命

ぜ
ら
れ
て
い
た
本
書
の
制
作
が
成
っ
た
た
め
、
粟
屋
静
勝
が
こ
れ
を
持
参
し
届
け
た
こ
と

を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
献
上
が
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
四
月
の
こ
と
、
そ

し
て
そ
れ
に
対
す
る
報
償
が
同
年
十
二
月
に
与
え
ら
れ
た
と
い
う
関
係
と
理
解
し
て
よ
か

ろ
う
。
こ
れ
ら
の
識
語
に
よ
れ
ば
、
当
該
の
『
温
故
年
表
録
』
は
明
ら
か
に
藩
に
収
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
桐
箱
の
蓋
の
右
上
に
は
「
甲
号
■

一
」
と
記
さ
れ
た
紙
片
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
符
号
は
稲
葉
家
資
料
の
多
く
に

付
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
蓋
内
の
紙
片
の
後
者
に
よ
れ
ば
、
同
書
（
浅
黄
表
紙
二
冊
）
は
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
粟
屋
の
出
府
の
際
に
持
ち
出
さ
れ
、
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
に
江
戸
屋

敷
の
御
用
人
某
に
下
げ
渡
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
書
の
辿
っ
た
経
路
は

分
か
ら
な
い
の
だ
が
、
最
後
は
臼
杵
の
地
に
戻
り
も
う
一
冊
と
組
み
に
な
り
桐
箱
に
収

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
も
と
二
冊
で
あ
っ
た
も
の
が
ど
の
よ
う
に
し
て
現
存
の
三
冊
に

な
っ
た
の
か
、
一
度
出
府
に
あ
た
っ
て
持
ち
出
さ
れ
た
も
の
が
、
ど
の
よ
う
に
臼
杵
に

戻
っ
た
の
か
等
、
伝
来
経
路
の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
戻
っ
て
き
た
先

と
し
て
は
、
加
島
の
家
よ
り
は
稲
葉
家
へ
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
な
伝
来
事
情
を
考
え
る
と
、
こ
の
木
箱
入
り
の
三
冊
本
は
そ
も
そ
も
加
島
家

か
ら
図
書
館
へ
入
っ
た
資
料
で
あ
っ
た
の
か
、
「
寄
贈
図
書
一
覧
」
の
『
温
故
年
表
録
』

四
冊
の
う
ち
に
含
め
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
そ
の
点
が
根
本
的
に
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
即
ち
、
旧
目
録
が
そ
の
表
紙
に
「
加
島
修
氏
寄
贈
」
と
う
た
う
、
そ

の
認
定
根
拠
へ
の
懐
疑
を
呼
び
起
こ
し
か
ね
な
い
こ
と
な
の
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
こ
の
木
箱
入
り
三
冊
本
『
温
故
年
表
録
』
を
加
島
家
寄
贈
書
か
ら
除
く
確
か

な
根
拠
が
あ
る
わ
け
で
も
な
い
。
あ
く
ま
で
、
稲
葉
家
資
料
と
見
る
の
が
妥
当
か
、
と
い

う
の
は
蓋
然
性
の
問
題
な
の
で
あ
る
。
問
題
は
『
温
故
年
表
録
』
に
限
ら
な
い
可
能
性
も

秘
め
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
寄
贈
目
録
を
越
え
る
範
囲
の
も
の
に
つ
い
て
は
あ
く
ま

で
判
断
を
保
留
し
つ
つ
、
加
島
家
資
料
と
し
て
仮
に
区
分
さ
れ
た
資
料
群
の
調
査
結
果
を

報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
に
参
考
資
料
と
し
て
、
「
旧
目
録
」
の
情
報
を
頁
割
り
に
合
わ
せ
て
掲
げ
て
お

く
。
煩
雑
を
避
け
所
掲
の
書
目
の
み
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
旧
目
録
と
の
対
照
の

便
を
考
え
頁
ご
と
に
通
し
番
号
を
付
し
た
。
新
た
な
目
録
に
（1-1

）
の
よ
う
に
記
し
た
場

合
、
旧
目
録
の
一
頁
目
の
一
番
の
書
目
（
資
料
）
に
該
当
す
る
と
判
断
さ
れ
る
、
と
の
表

示
で
あ
る
。
御
覧
い
た
だ
く
と
判
る
よ
う
に
、
旧
目
録
に
は
一
定
の
分
類
意
識
が
働
い
て

お
り
、
実
際
に
一
頁
目
で
あ
れ
ば
「
易
学
」
の
よ
う
な
分
類
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

し
、
今
日
の
目
か
ら
見
る
と
そ
の
分
類
は
か
な
り
曖
昧
で
あ
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
明
か

に
不
適
当
な
分
類
に
資
料
が
配
置
さ
れ
て
い
る
例
も
散
見
す
る
。
そ
の
た
め
、
旧
目
録
の

分
類
を
生
か
す
こ
と
は
逆
に
混
乱
を
誘
発
す
る
懼
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
分
類
名

称
は
記
載
せ
ず
記
載
頁
と
題
の
み
の
表
示
と
し
た
。
刊
写
の
別
や
冊
数
の
表
示
に
つ
い
て

は
、
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
る
た
め
、
記
載
の
あ
る
も
の
に
限
っ
て
書
名
の
後
ろ

に
追
記
し
た
。
も
と
の
目
録
に
は
「
摘
要
」
欄
な
ど
を
設
け
、
様
々
な
覚
え
が
記
載
さ
れ

て
い
る
が
こ
こ
に
は
ほ
と
ん
ど
を
省
き
、
一
部
「
摘
要
」
等
か
ら
採
録
し
た
情
報
に
つ
い

て
は
〔　

〕
付
き
で
記
載
し
た
。

〔
旧
目
録
〕

一
頁

　
　

１　

方
鑑
類
要　

刊
六
〔
巻
２
～
７
〕

　
　

２　

周
易
集
註
鈔　

刊
四
〔13,17,19,21

巻
〕

　
　

３　

易
学
発
蒙　

刊
四
〔
仁
・
義
・
礼
・
智
巻
〕

　
　

４　

周
易
程
子
伝
序　

刊
一

　
　

５　

易
学
啓
蒙　

刊
二
〔
乾
・
坤
〕

　
　

６　

天
経
或
問
註
解
図　

刊
二
〔
上
・
下
〕

　
　

７　

天
経
或
問
註
解
図
序　

刊
一

　
　

８　

周
易
本
義　

刊
二
〔
１
、
２
〕

　
　

９　

真
音
傍
訓
周
易
句
解
巻
■[

ノ
五
？]　

刊
二
冊　

　
　

10　

周
易
集
註　

 

刊
十
三
〔
１
～
13
。
た
だ
し
摘
要
欄
に
は
序
目
及
び
１
～
20
、

23
、
24
の
記
載
あ
り
〕

　
　

11　

周
易
正
文　

刊
二
〔
上
・
下
〕

　
　

12　

和
漢
年
契
（
年
表
）　

刊
一

　
　

13　

三
元
図
解　

刊
五
〔
１
～
５
〕

　
　

14　

卜
筮
経
験　

刊
六
〔
１
～
３
、
各
上
下
〕

　
　

15　

易　

原
序　

刊
一

　
　

16　

簠
簋
巻
第
一
目
録　

刊
一
〔
上
・
下
〕

　
　

17　

洛
地
準
則　

刊
二
〔
乾
・
坤
〕

　
　

18　

家
相
一
覧　

刊
〔
「
乾
坤
」
と
「
乾
」
と
、
両
方
の
記
載
あ
り
〕

　
　

19　

河
洛
極
秘
伝
之
巻　

写

　
　

20　

洛
地
略
論　

写
一

二
頁

　
　

1　

家
相
伝　

写
二

　
　

2　

相
学
口
訣　

写
一

　
　

3　

相
法
言
彦
解　

刊
一
〔
乾
坤
合
〕

　
　

4　

易
学
集
成
亀
鑑　

　
　

5　

易
学
諺
解　

刊
一
〔
上
〕

　
　

6　
　

〃　
　
　

刊
一
〔
下
〕

　
　

7　

周
易
神
秘
伝　

写
一
〔
乾
〕

　
　

8　

相
法
摘
要　

刊
一
〔
上
中
下
合
〕

　
　

9　

古
易
精
義
大
成　

刊
一
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10　

周
易
秘
伝
書　

写
一

　
　

11　

易
学
撮
要　

写
一

　
　

12　

易
経　

写
二
〔
乾
・
坤
〕

　
　

13　

方
監
明
鏡　

写
一

　
　

14　

掌
中
秘
鑑　

写
二

　
　

15　

陰
陽
諏
吉
便
覧　

刊
二
〔
上
・
下
〕

　
　

16　

占
病
軌
範
（
察
病
書
）　

刊
一

　
　

17　

察
病
伝　

写
一
〔
乾
坤
合
〕

　
　

18　

掌
中
秘
鑑　

写
一

　
　

19　

諸
伝
秘
録　

写
一

　
　

20　

解
辞
論
附
録　

写
一

三
頁

　
　

1　

解
辞
論
附
言　

写
一

　
　

2　

掌
中
秘
鑑　

写
一

　
　

3　

日
用
重
宝
判
易
天
心
籤　

写
一

　
　

4　

北
斗
北
辰
七
曜
経　

写
一

　
　

5　

庚
寅
晴
雨
暦　

写
一

　
　

6　

太
上
感
応
編
霊
験　

刊
一

　
　

7　

真
入
髄
法
手
相
明
鑑　

刊
一

　
　

8　

周
易
ト
料
定
他　

写
一

　
　

9　

月
割
判
断
記　

写
一

　
　

10　

韻
鏡
法
要　

写
一

　
　

11　

納
祇
伝　

写
一

　
　

12　

河
洛
極
秘
弁　

写

　
　

13　
　

〃　
　
　
　

写
一

　
　

14　

祝
文　

写
一

　
　

15　

名
乗
名
鑑　

写
一

　
　

16　

祭
祀
次
第　

刊
一

　
　

17　

太
元
神
祭
文　

写

　
　

18　

神
典　

写

　
　

19　

神
道
八
部
祓　

写

　
　

20　

勧
請
神
名
録　

写

四
頁

　
　

1　

諸
祓
幷
諄
辞　

写
一

　
　

2　

祝
詞
式
解　

写
一

　
　

3　

祝
詞
式
正
訓　

刊
一

　
　

4　

阡
陌
の
立
石　

刊
一

　
　

5　

諸
文
押
義
要
括
集
之
巻　

写
一

五
頁

　
　

1　

暦
学　

写
一

　
　

2　

易
学　

写
一

　
　

3　

暦
学　

写
一

　
　

4　

暦
学　

写
一

　
　

5　

〃　
　

写
一

六
頁

　
　

1　

大
社
竜
蛇
弁　

一

　
　

2　

の
り
と　

一

　
　

3　

卦
の
祓
す
い　

一

　
　

4　

御
武
具
之
内　

一

　
　

5　

御
門
人
定
式　

一

　
　

6　

陰
鬼
妖
霊
切
断
之
法　

一

　
　

7　

の
り
と　

二

　
　

8　

加
島
英
国
の
り
と　

二

　
　

9　

堀
井
法
、
軽
風
他　

一

　
　

10　

蛍
火
武
威
丸　

一

　
　

11　

易
書　

一

　
　

12　

御
直
弟
幷
御
役
所
門
人　

一

　
　

13　

御
家
中
座
席　

一
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14　

土
御
門
家
御
授
与　

一

　
　

15　

加
島
弥
平
太
初
伝　

一

　
　

16　

方
位
図　

一

　
　

17　

本
命
元
星
符　

一

　
　

18　

藤
本
内
匠

　
　

19　

水
法
伝
受
誓
書

　
　

20　

の
り
と

七
頁

　
　

1　

俳
諧
古
今
明
題
集　

写
三
〔
春
・
秋
・
冬
〕

　
　

2　

芭
蕉
翁
絵
詞
伝　

刊
三
〔
上
・
中
・
下
〕

　
　

3　

秘
記
註
秘
集　

写
一

　
　

4　

俳
諧
伝
と
云
う
こ
と　

写
二
〔
上
・
下
〕

　
　

5　

廿
十
五
箇
条
尽
錦
抄　

写
一

　
　

6　

奥
要
集　

写
一

　
　

7　

俳
諧
綴　

写
一

　
　

8　

俳
諧
伝　

写
一

　
　

9　

俳
諧
八
重
山
吹　

写
一

　
　

10　

俳
諧
く
ち
な
し
衣　

写
二
〔
天
・
地
〕

　
　

11　

芭
蕉
流
誹
諧
秘
事
聞
書　

写
一

　
　

12　

俳
諧
書　

写
一

　
　

13　

俳
諧
豊
後
梅　

写
一

　
　

14　

無
々
庵
俳
諧
集　

写
一

　
　

15　

翁
反
古
文　

写
一

　
　

16　

臼
杵
古
今
和
歌
集　

写
一

　
　

17　

俳
諧
紫
之
巻　

写
一

　
　

18　

栗
下
宗
匠
伝
系　

写
一

　
　

19　

連
歌
手
尓
於
葉
大
事　

写
一

　
　

20　

百
人
一
首　

写
一

八
頁

　
　

1　

百
人
一
首

　
　

2　

小
倉
百
人
一
首
講
釈　

刊
一

　
　

3　

幽
斎
新
宅
賀
漢
和
聯
歌　

写
一

　
　

4　

三
千
能
屋
和
歌
集　

写
一

　
　

5　

洲
崎
稲
荷
宮
に
奉
る
花
の
う
た　

写
一

　
　

6　

松
ヶ
崎
禹
稷
廟
に
奉
る
紅
葉
の
う
た　

写
一

　
　

7　

墨
色
小
筌　

刊
一

　
　

8　

遊
優
園
に
て
の
和
歌　

写
一

　
　

9　

臼
杵
古
今
和
歌
集　

写
一

　
　

10　

誹
諧
紫
ノ
巻　

写
一

　
　

11　

連
歌
て
に
お
は
大
事　

写
一

　
　

12　

無
々
庵
俳
文
集　

写
一

　
　

13　

無
々
庵
句
集　

写
一

　
　

14　

芭
蕉
翁
反
古
文
全　

写
一

　
　

15　

温
故
年
表　

写
一

　
　

16　

臼
杵
詣　

写
一

　
　

17　

倭
千
字
文　

写
三

　
　

18　

大
日
本
年
表
支
幹
循
環　

一

　
　

19　

温
故
年
表　

一
〔
桐
箱
入
、
３
冊
〕

　
　

20　

臼
杵
千
字
文　

一
〔
桐
箱
入
〕

九
頁

　
　

1　

寄
桜
祝
之
附
言　

写
一

　
　

2　

印
譜　

写
一

　
　

3　

桜
に
よ
す
る
自
画
像　

写
一

　
　

4　

英
国
画
像　

写
一

　
　

5　

土
器　

桐
箱
入　

　
　

6　

賦
俳
諧
連
歌　

写
一

　
　

7　

名
所
月　

写
一
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8　

寿　

短
冊　

写
一

　
　

9　

ゆ
ず
り
状　

無
々
庵
へ　

写
一

　
　

10　

無
々
庵
吐
洲
叟
へ　

写
一

　
　

11　

俳
諧
の
伝
係　

写
一

　
　

12　

芭
蕉
翁
桃
青
よ
り　

写
一

一
〇
頁

　
　

1　

源
氏
物
語
中
の
和
歌

　
　

2　

発
句
々
案

　
　

3　

免
状
表
包

　
　

4　

宗
派
表
包

　
　

5　

寿　

表
包

　
　

6　

手
紙

　
　

7　

誓
盟

　
　

8　

誹
諧
之
伝
系

　
　

9　

井
眉　

全
五
通

　
　

10　

升
六　

全

　
　

11　

半
時
庵　

全

　
　

12　

桜
翁
句　

一

一
一
頁

　
　

1　

町
役
家
系
譜　

写
一

　
　

2　

詩
譜　

写
一

　
　

3　

満
野
長
者
伝
記　

写
一

　
　

4　

双
鈎
単
鈎　

写
一

　
　

5　

西
筑
紀
行　

写
一

　
　

6　

長
崎
道
中
記　

写
一

　
　

7　

東
日
記　

写
一
（
注
）

　
　

8　

勢
陽
紀
行　

写
一

　
　

9　

美
知
志
留
べ　

写
一

　
　

10　

桜
翁
雑
録　

写
一

　
　

11　

亀
城
藩
臣
分
限
録　

写
一

　
　

12　

大
友
麾
下
姓
名
録　

写
一

　
　

13　

太
閤
秀
吉
朝
鮮
役
軍
配　

写
一

　
　

14　

切
支
丹
渡
海
来
由　

写
一

　
　

15　

長
崎
紀
行　

写
一

　
　

16　

大
東
世
語　

写
一

　
　

17　

新
編
金
瓶
梅
第
七
集　

刊
写
一

　
　

18　

訳
準
開
口
新
語　

写
一

　
　

19　

〈
明
治/

新
刻
〉
国
史
略　

刊
〔
２
～
７
〕

　
　

20　

西
国
諸
家
盛
衰
記　

写
二

一
二
頁

　
　

1　

聖
徳
太
子
日
本
未
来
記　

写
一

　
　

2　

大
友
家
譜　

写
一

　
　

3　

正
音
後
千
字
文　

写
一

　
　

4　

正
音
千
字
文　

写
一

　
　

5　

大
般
若
理
趣
分
口
訣　

全
一

　
　

6　

手
本
文
章
集
草　

全
一

　
　

7　

手
本
文
章　

全
一

　
　

8　

国
祥
便
覧　

全
一

　
　

9　

御
家
瑞
標
目　

完
一

　
　

10　

将
軍
家
御
略
系　

完
一

　
　

11　

温
故
年
表
録
上　

完
〔
上
〕

　
　

12　

温
故
年
表
録　

完
〔
乾
・
坤
〕

　
　

13　

温
故
年
表
録
大
全　

完
一

　
　

14　

日
本
史
集
倭
千
字
文
続
論　

完
一

　
　

15　

臼
杵
千
字
文
序　

完
一

一
三
頁

　
　

1　

如
泥
斎
主
人　

　
　

2　

東
都
服
元
雅
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3　

詩
僲
道
人
守
直
卿
撰

　
　

4　

富
小
路
正
三
位
貞
直
卿

　
　

5　

勝
尚

　
　

6　

東
都
服
元
雅

　
　

7　

藤
井
文
崇

　
　

8　

武
藤
吉
祥

　
　

9　

源
宜
贍
拝
写

　
　

10　

飛
田
亀

　
　

11　

若
林
興
宣

　
　

12　

桜
華
道
人
弔

一
四
頁

　
　

1　

有
楽
流
茶
道
稽
古
目
録　

写
一

　
　

2　

遠
州
流
茶
道
許
状　

写
一

　
　

3　

遠
州
流
薄
茶
許
状　

写
一

　
　

4　

遠
州
流
茶
道
許
状　

写
一

　
　

5　

甲
子
中
春
山
内
庄
三
郎
茶
事　

写
一

一
五
頁

　
　

1　

正
三
位
殿
死
去
通
知　
　

一

　
　

2　

御
子
様
御
誕
生　
　

一

　
　

3　

新
年
目
出
度
く
ー　
　

一

　
　

4　

朝
廷
内
侍
所
ー
御
寄
附　
　

一

　
　

5　

新
年
目
出
度
く
ー　
　

一

　
　

6　

短
冊
目
録　
　

二

　
　

7　

臼
杵
大
火
の
見
舞　
　

一

一
六
頁

　
　

1　

加
島
系
図　

写
一

　
　

2　

五
郡
家
系
図　

写
一

　
　

3　

成
田
氏
過
去
帳　

写
一

　
　

4　

重
助
方
一
家
起
立
の
次
第
書　

写
一

　
　

5　

附
言
（
加
島
系
図
の
）　

一
七
頁

　
　

1　

大
友
家
法
号　

写
一

　
　

2　

大
友
家
御
歴
代　

写
一

　
　

3　

成
田
氏
略
系　

写
一

　
　

4　

安
陪
氏
系　

写
一

　
　

5　

畑
部
落
定
右
衛
門
系
図　

写
一

一
八
頁

　
　

1　

鼇
城
太
守
君
御
法
諱　

写
一

　
　

2　

稲
葉
系
譜　

写
一

　
　

3　

河
野
系
図　

写
一

　
　

4　

稲
葉
系
図　

写
一

　
　

5　

河
・
稲
本
支
一
覧
表　

写
一

　
　

6　

河
野
系
図　

写
一

　
　

7　

御
系
図
下
書　

写
一

　
　

8　

寛
文
二
御
船
方
ー　

写
一

　
　

9　

御
歴
代
御
法
名
附　

写
一

　
　

10　

稲
家
系
譜
尋
問
往
来
記　

写
一

一
九
頁

　
　

1　

赤
松
山
順
照
上
人
一
流
の
秘
文　

写
一

　
　

2　

覚
（
大
橋
寺
の
領
収
書
）　

写
一

　
　

3　

曼
陀
羅
控　

写
一

　
　

4　

臨
池
学
書
法
の
秘
文　

写
一

　
　

5　

詠
桜
花
賀
■
家
主
人
六
十
と
し
て
長
歌
并
短
歌　

写
一

　
　

6　

太
神
宮
遙
拝
所
開
発　

写
一

　
　

7　

天
心
斎
文
庫
他
残

　
　

8　

否
之
華
三
十
五
歳
男　

写
三

　
　

9　

百
九
拾
参
歳
の
長
寿
者
の
記　

写
一

　
　

10　

孝
女
（
川
登
り
か
）　

写
一
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二
二
頁

　
　

1　

淡
路
島
之
図　

写
一

　
　

2　

大
阪
冬
之
陣
之
図　

写
一

　
　

3　

大
阪
夏
之
陣
之
図　

写
一

　
　

4　

大
阪
城
図　

写
一

　
　

5　

大
阪
市
街
図　

写
一

　
　

6　

九
州
里
程
表　

写
一

　
　

7　

佐
伯
領
絵
図　

写
一

　
　

8　

柳
宮
得
図　

写
一

　
　

9　

掛
町
多
葉
胡
屋
見
取
図　

写
一

二
三
頁

　
　

1　

佳
方
筆
俳
句　

写
一

　
　

2　

月
似
鏡　

写
一

　
　

3　

井
阪
常
陸
大
掾
筆　

写
一

　
　

4　

鯉
之
図　

写
一

　
　

5　

三
ケ
舎
文
足
寿
像
（
天
保
癸
巳
）　

写
一

　
　

6　

雍
通
公
筆　

桜
ぞ
花
に　

写
一

　
　

7　

天
文
之
図　

写
一

　
　

8　

和
漢
筆
法
伝
授
来
由　

写
一

　
　

9　

会
席
法
度
の
古
式　

写
一

　
　

10　

小
倉
百
人
一
首
講
釈

（
注
）  『
臼
杵
史
談
』
第
六
五
号
、
六
六
号
に
「
加
島
英
国
、
江
戸
日
記
」（
東
日
記
）
と
し

て
、
高
橋
長
一
氏
に
よ
る
紹
介
あ
り
。

　
　

11　

法
雲
山
大
橋
寺
精
舎
六
字
名
号
額
来
由　

写
一

　
　

12　

釈
迦
牟
尼
仏
他
残　

写
一

　
　

13　

弘
法
大
師
一
千
年
遠
忌
捻
香
賦　

写
一

　
　

14　

四
国
霊
刹
八
十
八
箇
所　

写
一

二
〇
頁

　
　

1　

詩
韻
珠
璣　

写
一

　
　

2　

詩
鄭
第
七　

写
一

　
　

3　

姓
名
学　

写
一

　
　

4　
　

〃　
　

写
一

　
　

5　

欽
考　

写
一

　
　

6　

英
字
考　

写
一

　
　

7　

英
の
字
元
来
ー　

写
一

　
　

8　

印
鑑
紙

　
　

9　

婚
礼
略
式　

写
一

　
　

10　

御
餞
別
御
婚
礼　

写
一

　
　

11　

舌
代　

写
一

　
　

12　

触　

写
一

二
一
頁

　
　

1　

書
手
本
写　

写
一

　
　

2　
　

〃　
　
　

写
一

　
　

3　
　

〃　
　
　

写
一

　
　

4　
　

〃　
　
　

写
一

　
　

5　
　

〃　
　
　

写
一

　
　

6　
　

〃　
　
　

写
一

　
　

7　

三
千
文
字
も
も
つ
て
ー　

写
一

　
　

8　

蛮
語
一
万
言　

写
一

　
　

9　

花
所
　々

写
一

　
　

10　

春
日
詠
井
手
山
吹
花　

写
一
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